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８．上記往査６施設の基本協定書について 
 
往査先として選定した６施設（群馬ヘリポート、つつじが岡公園(花山部分を除く)、群馬
の森、新玉村ゴルフ場、高崎城址地下駐車場、群馬県総合スポーツセンター）の基本協定

書の比較を試みたのが、添付資料「群馬県・指定管理者・基本協定書比較」である。 
 基本協定書は文字通り、県と指定管理者間の最も基本的で重要な事項を定めた取り決め

であり、記載すべき事項の大部分は共通しているが、何点か異なる点もある。 
それらの中で、改善を要すると思われる事項を意見として以下にまとめた。 
 
意見 
 
(１)協定書における目的が明確にされていないことについて （全施設） 

県と指定管理者との基本協定書において、施設の目的・使命が明確でない。 

（現状及び問題点） 

指定管理者基本協定書における施設の目的が明確になっていない。 

たとえば、比較的具体性のある、群馬ヘリポートを例にとっても、設置条例における目

的は「群馬県民の航空交通の用に供するため」となっており、指定管理者基本協定書にお

ける目的は「群馬ヘリポートを適正かつ円滑に管理運営すること」となっているに過ぎな

い。「群馬ヘリポートを適正かつ円滑に管理運営すること」とは、具体的に、ヘリポート施

設を安全に管理することで足りるのか、県民の足として定期便を誘致することまでも含む

のか等、今ひとつ明確ではない。指定管理者制度導入の目的は、施設の目的・使命を最も

効率的・効果的に具現することにあると思われるが、目的・使命が曖昧なままでは、効率

性・有効性を測る尺度も判然とせず、資源の選択や集中ができず、最大の効果・効率を発

揮することは困難と考えられる。 

 
（改善策） 
公の施設の設置目的、もしくは協定の目的を、指定管理者、延いては県民にも明確に判

明するように掲げ、その目的を最大限効果的、効率的に発揮しやすくするとともに、県民

から、その管理状況、業務の履行状況を評価しやすくすべきである。 

 

 

(２)協定書において「災害時の体制」を事業計画項目として明示すべきことについて（群   

馬ヘリポート・総合スポーツセンター・群馬の森・つつじが岡公園(花山部分を除く)）  

基本協定書における事業計画書の記載項目として、災害時非常時等の連絡動員体制が掲

げられていない。 

（現状及び問題点） 
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 事業計画の記載項目として、災害時非常時等の連絡動員体制が掲げられていない。 

 

（改善策） 
公の施設では、利用者の安全確保を第一に考え、非常時の避難体制等、防災面での対策

を十二分にとっておく必要がある。事業計画書の重要な項目の一つと位置づけ、基本協定

書条文上に明示することが必要である。 

 

 

（３） 秘密の保持条項について（高崎城址地下駐車場・新玉村ゴルフ場） 

秘密の保持条項がないので、設定すべきである。 

（現状及び問題点） 

 個人情報関連の情報管理は謳っているものの、個人情報以外の業務上知りえた秘密保持

についての条文が設けられていない。 

 
（改善策） 
個人情報以外の秘密保持についても、条文を設けて協定すべきである。 

 

 

（４）責務としての善良なる管理者の注意義務について（高崎城址地下駐車場・新玉村ゴ 

ルフ場）  

指定管理者が、善良なる管理者の注意をもって業務を実施することが明記されていない。

（現状及び問題点） 

 指定管理業務実施にあたって、設置目的および公共性を十分に理解し、尊重することが

記載されているが、善良なる管理者の注意をもって業務を実施することが明記されていな

い。 

 
（改善策） 
善良なる管理者の注意をもって業務を実施することも、1項追加しておくのが望ましい。 

 

 

（５）規程の適用関係について（高崎城址地下駐車場・新玉村ゴルフ場）  

基本協定・年度協定・募集要項・事業計画間に、齟齬がある場合の適用関係を定める条

項がない。 

（現状及び問題点） 

 基本協定・年度協定・募集要項・事業計画間に、齟齬がある場合の適用関係を定める条

文が盛られていない。 
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（改善策） 
 適用関係を明確にするため、条文として記載するのが望ましい。 

 

 

（６）業務の引継ぎにおける事前準備すべき人材資材等について（群馬ヘリポート・総合  

スポーツセンター・群馬の森・つつじが岡公園(花山部分を除く)） 

業務実施に先立ち、必要な人材・資材等の確保と職員に対し必要な研修の実施を義務付

ける条項がない。 

（現状及び問題点） 

 業務実施に先立ち、必要な人材・資材等の確保と職員に対し必要な研修の実施を義務付

ける条項がない。 

 

（改善策） 
指定管理業務実施までに、当然、指定管理者が準備しておくべき事項であり、基本協定

書に盛り込むことが望ましい。 

 

 

（７）施設および備品の購入時の所有権等について（群馬の森・つつじが岡公園(花山部分 

を除く)）  

管理費用を充て購入した備品であっても、その備品が、事業継続上、不可欠な重要性の

高い備品である場合は、例外的に県に帰属させる旨の条項が記載されていない。 

（現状及び問題点） 

 管理費用を充当して購入した備品は、指定管理者に帰属することとなる。しかしながら、

事業継続に不可欠な重要性の高い備品については、指定期間満了とともに、引き上げられ、

事業が実施できない事態を未然に回避する観点から、県に帰属させる規定が設けられてい

るが、群馬の森、つつじが岡公園（花山部分を除く）では、削除されている。 

また、この規程条文、「乙(指定管理者)が群馬県財務規則第 210 条第１項第 1号に規定す

る備品を、第 7条に規程する管理費用を充てて購入した場合、当該備品の所有権は甲（県）

に帰属するものとする。」については、上段の文意を理解するのが難解な文章になっている

と思われるので、文意が明確になるような条文改正が望まれる。 

 
（改善策） 
事業継続に重大な影響を与える備品が想定しにくい場合もありうるが、そもそもが未然

のリスク回避の規定であり、削除することなく、基本協定書に規定しておくのが望ましい。 

また、文意をわかりやすくするために、条文をより平易な文章に書き換えることが望ま
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れる。 
 

 

（８）不可抗力による業務免除規定について（高崎城址地下駐車場） 

不可抗力による業務の全部又は一部の免除条項が設けられていない。 

（現状及び問題点） 

 不可抗力による業務の全部又は一部の免除と免除された場合の費用について定めた条

項が設けられていない。 

 
（改善策） 
事前に、基本協定書に設けておくことが望ましい。 

 

 

（９）協定の改定条項について （高崎城址地下駐車場・新玉村ゴルフ場） 

協定の改定についての条項が設けられていない。 

（現状及び問題点） 

 事情の変更が生じたときに、協定の改定ができる旨の条項が設置されていない。 

 
（改善策） 
事前に、基本協定書に設けておくことが望ましい。 
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 添付資料；群馬県・指定管理者・基本協定書比較 
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